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一

　
リ
チ
ヤ
ア
ド
・
バ
ア
ト
ン
（R

ichard
B

urton

）
の
訳
し
た
「
一
千
一
夜









物
語
」
　
　
ア
ラ
ビ
ヤ
ン
・
ナ
イ

ツ
は
、
今
日






ま
で
出
て
ゐ
る
英
訳
中
で
先
づ
一
番
完
全
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
、
バ
ア

ト
ン
以
前
に
出
た
訳
本
も
数



あ
つ
て
、
一
々
挙
げ
る
遑





も
無
い
程



で
あ
る
が
、
先
づ
「
一
千
一
夜
物
語
」
を
欧

羅
巴






に
紹
介
し
た
最
初
の
訳
本
は
一
七
〇
四
年
に
出
た
ア
ン
ト
ア
ン
・
ガ
ラ
ン
（A

ntoine
G

alland

）
教
授
の

仏
訳
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
完
訳
で
は
な
い
。
た
だ
甚
だ
愛
誦
す
る
に
足
る
抄
訳
本
と
云
ふ
位
の
も
の
で
あ

る
。
ガ
ラ
ン
以
後
に
も
手
近
い
所
で
フ
オ
ス
タ
ア
（Foster

）
だ
と
か
ブ
ツ
セ
イ
（B

ussey

）
だ
と
か
い
ろ
い

ろ
訳
本
の
無
い
訣



で
は
な
い
。
併
し
何



れ
も
訳
語
や
文
体
は
仏
蘭
西









臭
味
を
漂





は
せ
た
、
ま
づ
少
年
読
物
と
云

ふ
水
準
を
越
え
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　
ガ
ラ
ン
教
授
か
ら
一
世
紀
の
後



　
　
即
ち
一
八
〇
〇
年
以
後
の
主



な
る
訳
者
を
列
挙
し
て
見
る
と
、
大
体
下



の
通
り
で
あ
る
。

　
　1.D

r.Jonathan
Scott.(1800)

　
　2.Edw

ard
W

ortley.(1811)

　
　3.H

enry
Torrens.(1838)

　
　4.Edw

ard
W

illiam
Lane.(1839)
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　5.John

Pane.(1885)
　
ト
レ
ン
ズ
の
訳
本
は
、
在
来
の
も
の
の
や
う
に
英
仏
臭
味
を
帯
び
な
い
も
の
で
、
其
の
点
で
は
一
歩
を
進
め

た
も
の
で
あ
る
が
、
訳
者
が
十
分
原
語
に
通
暁






し
て
ゐ
な
か
つ
た
し
、
殊
に
埃
及






や
シ
リ
ヤ
の
方
言






な
ど
を
全

く
知
ら
な
か
つ
た
為
に
、
憾



む
ら
く
は
所
期
の
点
に
達
し
得
な
か
つ
た
。
而
も
十
分
の
一
位
で
中
絶
し
て
居
る

の
は
、
甚
だ
惜
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
レ
エ
ン
の
訳
本
　
　
日
本
へ
は
最
も
広
く
流

布

し
て
ゐ
る
。
殊
に
ボ
オ
ン
（B

ohn

）
叢
書
の
二
巻
も
の
は
、

本
郷






や
神
田





の
古
本
屋







で
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
　
　
は
底
本






と
し
た
バ
ラ
ク
（B

ulak

）
版
が
元
々
省
略
の
多

い
も
の
で
あ
り
、
其
の
上
に
二
百
あ
る
話
の
中
か
ら
半
分
の
百
だ
け
を
訳
出
し
た
も
の
で
、
随





つ
て
残
り
の
百

話
の
中
に
却



つ
て
面
白
い
も
の
が
有
る
と
云
ふ
や
う
な
訣



で
、
お
上
品
に
出
来
過
ぎ
て
了



つ
て
、
応
接
間
向
き

の
趣
向






は
好

い
と
し
て
も
、
慊





ら
な
い
こ
と
夥




し

い
。
お
負
け
に
、
レ
エ
ン
は
一
夜
一
夜








を
章
別
に
し
た
上
に
、

或
章
は
註
の
中



に
追
入
れ
て
了



つ
た
り
、
詩
を
散
文
に
訳
出
し
た
り
又
は
全
然
捨
て
て
了
つ
た
り
し
て
居
る
し
、

児

戯

に
類
す
る
誤
訳
も
甚
だ
多
い
と
云
ふ
次
第
。

　
次
に
ペ
エ
ン
　
　
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ヴ
イ
ヨ
ン
（
〔Franc,oisV

ilon

〕
）
の
詩
を
英
訳
し
た
　
　
の
「
一
千

一
夜
物
語
」
の
訳
は
、
旧
来
の
も
の
に
比
べ
る
と
格
段
に
優



れ
て
ゐ
る
。
話
の
数



も
ガ
ラ
ン
訳
の
四
倍
あ
り
其

の
他
の
も
の
の
三
倍
は
あ
る
が
、
手
の
届
か
ぬ
所
が
無
い
で
も
な
い
。
し
か
し
兎

も
角



好
訳
で
あ
る
が
、
私
版

を
五
百
部
刊
行
し
た
だ
け
で
、
遂
に
稀
覯
書







の
中



に
這

入

つ
て
了



つ
た
。
た
だ
一
つ
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
巻

頭
に
バ
ア
ト
ン
へ
の
献
詞





が
附
い
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
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バ
ア
ト
ン
の
訳
本
も
、
一
千
部
の
限
定
出
版
で
、
容
易
に
手
に
入
り
難



い
。
出
版
当
時
十
ポ
ン
ド
で
あ
つ
た

も
の
が
、
今
日






で
は
三
十
ポ
ン
ド
内
外
の
市
価
を
唱



へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
「
一
千
一
夜
物
語
」
愛
好
者
の
為

に
聊





か
気
の
毒
で
あ
る
。
尤
も
此
の
バ
ア
ト
ン
訳
の
剽
竊
版








（Pirate
Edition

）
が
亜

米

利

加

で
幾
つ
も
出
来

て
ゐ
る
が
、
中
身
は
何

う
だ
ら
う
か
。

　
バ
ア
ト
ン
の
訳
本
の
表
題
は
左
の
通
り
。

　
　A

PLA
IN

A
N

D
LITER

A
L

TR
A

N
SLA

TIO
N

O
F

TH
E

A
R

A
B

IA
N

N
IG

H
TS

EN
TER

TA
IN

M
EN

TS,

　
　N

O
W

EN
TITLED

TH
E

B
O

O
K

O
F

TH
E

TH
O

U
SA

N
D

N
IG

H
TS

A
N

D
A

N
IG

H
T

W
ITH

IN
TR

O

　
　D

U
C

TIO
N

EX
PLA

N
A

TO
R

Y
N

O
TES

O
N

TH
E

M
A

N
N

ER
S

A
N

D
C

U
STO

M
S

O
F

M
O

SLEM
M

E

　
　N

A
N

D
A

TER
M

IN
A

L
ESSA

Y
U

PO
N

TH
E

H
ISTO

R
Y

O
F

TH
E

N
IG

H
TS

B
Y

R
IC

H
A

R
D

F.B
U

　
　R

TO
N

.

　
巻
数
は
補
遺
共
十
八
冊
で
、
出
版
所
は
バ
ア
ト
ン
倶

楽

部

、
一
八
八
五
年
か
ら
一
八
八
八
年
へ
か
け
て
刊
行

さ
れ
て
ゐ
る
。

　
訳
者
バ
ア
ト
ン
並
び
に
バ
ア
ト
ン
訳
本
の
次
第
は
次
々
に
話
す
こ
と
に
し
ま
せ
う
。

　
　
　
　
　
二

　
訳
者
バ
ア
ト
ン
は
東
方
諸
国
を
跋
渉






し
た
英
吉
利









の
陸
軍
大
尉
で
あ
る
が
、
本
の
方
を
中
心
に
し
て
お
話
す

5



る
と
、
バ
ア
ト
ン
の
訳
本
の
成
立
ち
は
、
第
一
巻
の
「
訳
者
の
序
言
」
と
第
十
一
巻
の
「
一
千
一
夜









物
語
の
伝

記
並
に
其
の
批
評
者
の
批
評
」
と
に
収
め
ら
れ
て
居
る
。

　
抑





も
バ
ア
ト
ン
が
此

の
翻
訳
を
思
ひ
立
つ
た
の
は
、
ア
デ
ン
在
留
の
医
師
ジ
ヨ
ン
・
ス
タ
イ
ン
ホ
イ
ザ
ア
と

一
緒






に
、
メ
ヂ
ヤ
、
メ
ツ
カ
を
旅
行
し
た
時
の
こ
と
で
、
バ
ア
ト
ン
が
第
一
巻
を
此
の
ス
タ
イ
ン
ホ
イ
ザ
ア
に

献


じ
て
ゐ
る
の
を
以
て
視

て
も
、
二
人





の
道
中
話









が
ど
ん
な
で
あ
つ
た
か
は
分
る
。

　
其
の
旅
行
は
一
八
五
二
年
の
冬
の
こ
と
で
、
其
の
途
中
で
、
バ
ア
ト
ン
は
ス
タ
イ
ン
ホ
イ
ザ
ア
と
亜

剌

比

亜

の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
話
し
て
ゐ
る
中



に
、
お
の
づ
と
話
題
が
「
一
千
一
夜
物
語
」
に
移
つ
て
行
つ
て
、
と
う
と

う
二
人





の
口
か
ら
、
「
一
千
一
夜
物
語
」
は
子
供
の
間





に
知
れ
渡
つ
て
ゐ
る
に
も
拘



は
ら
ず
本
当
の
値
打
が
僅

か
に
亜

剌

比

亜

語
学
者
に
し
か
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
云
ふ
感
慨
が
洩

れ
て
出
た
。
そ
れ
か
ら
話
が
一
歩
進
ん

で
、
何

う
し
て
も
完
全
な
翻
訳
が
出
し
た
い
と
云
ふ
こ
と
に
纏



ま
り
、
ス
タ
イ
ン
ホ
イ
ザ
ア
が
散
文
を
、
バ
ア

ト
ン
が
韻
文






を
訳
出
す
る
筈
に
決
し
て
、
別
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
両
人
は
互
に
文
通
し
て
、
励
ま
し
合
つ
て
ゐ
た
が
、
幾




も

無
く
ス
タ
イ
ン
ホ
イ
ザ
ア
が
瑞
西





の
ベ

ル
ン
で
卒
中






で
斃



れ
て
了



つ
た
。
ス
タ
イ
ン
ホ
イ
ザ
ア
の
稿
本
は
散
逸






し
て
、
バ
ア
ト
ン
の
手
に
入



つ
た
も
の

は
僅
か
で
あ
つ
た
。

　
そ
の
後
バ
ア
ト
ン
は
、
西
部
亜

弗

利

加

や
南
亜

米

利

加

に
客
寓
中








、
独
り
稿
を
継

い
で
行
つ
た
。
其
の
間



に

於
け
る
彼
の
胸
中
は
、
「
他
人
目









に
は
何

う
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
で
は
何
よ
り
の
慰
藉





と
満
足
と
の

泉
で
あ
つ
た
」
と
云
ふ
彼
自
身
の
言
葉
が
尽



し
て
居

る
。
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斯
く
て
稿
を
畢



つ
て
、
一
八
七
九
年
の
春
か
ら
清
書
に
取
掛






つ
て
行
つ
た
が
、
一
八
八
二
年
の
冬
、
或
雑
誌

に
、
ジ
ヨ
ン
・
ペ
イ
ン
の
訳
本
が
刊
行
さ
れ
る
と
云
ふ
予
告
が
出
た
。
バ
ア
ト
ン
が
之
を
知
つ
た
の
は
、
恰





も

西
部
亜
弗
利
加
の
黄
金






海
岸
へ
遠
征
し
よ
う
と
云
ふ
間
際





で
あ
つ
た
。
乃



で
ペ
イ
ン
に
「
小
生
も
貴
君





と
同
様

の
事
業
を
企





て
居
り
候
へ
ど
も
、
貴
君
の
既



に
之
を
完
成
さ
れ
た
る
は
結
構
千
万
の
儀
に
て
、
先
鞭






の
功
は
小

生
よ
り
お
譲
り
可

申







云
々






」
と
云
ふ
手
紙
を
送
つ
た
。
そ
の
中



に
ペ
イ
ン
の
訳
本
が
出
た
。
で
、
バ
ア
ト
ン

は
一
時
中
止
し
た
。

　
バ
ア
ト
ン
が
又
続
け
て
言
つ
て
居
る
。
「
東
部
亜

弗

利

加

の
ゼ
イ
ラ
に
二
箇
月
間
滞
在
し
て
ゐ
た
時
に
も
、

ソ
マ
リ
イ
を
横
断
の
陣
中
で
も
、
此
の
「
一
千
一
夜









」
が
何

の
位
自
分
を
慰
め
て
呉
れ
た
か
解



ら
な
い
」
と
。

　
然
ら
ば
此
の
バ
ア
ト
ン
の
訳
本
は
、
欧
洲
の
天
地
を
遠
く
離
れ
て
、
而
も
瘴
煙
蛮
雨










の
中
で
生
れ
た
も
の
で
、

恰




も
タ
イ
チ
に
赴
い
た
ゴ
オ
ガ
ン
の
絵
と
好
対
照
で
あ
る
。

　
一
八
八
四
年
に
、
バ
ア
ト
ン
は
ト
リ
エ
ス
ト
に
滞
在
中
、
最
初
の
二
巻
を
脱
稿
し
た
。

　
茲



で
問
題
は
印
刷
部
数
で
あ
る
。
或
学
者
が
曰
ふ
、
「
百
五
十
部
乃
至
二
百
五
十
部
で
宣



し
か
ら
う
」
と
。

其
の
学
者
と
謂

ふ
の
は
、
本
文






を
十
六
万
部
も
刷

つ
て
、
六
シ
ル
リ
ン
グ
の
廉
価
本







よ
り
五
十
ギ
ニ
イ
の
高
価

本
ま
で
売
り
尽
し
た
男
で
あ
る
。
又
或
出
版
業
者
は
「
五
百
部
が
よ
い
」
と
云
つ
た
。
た
だ
素
人






の
一
友
人
が

「
二
千
か
ら
三
千
が
よ
い
」
と
勧
め
た
。
バ
ア
ト
ン
も
迷
つ
た
末
、
一
千
部
に
決

め
た
。

　
バ
ア
ト
ン
は
そ
れ
か
ら
知
人
未
知
人
を
問
は
ず
、
買
ふ
ら
し
い
人
の
表
を
作
つ
て
、
広
告
を
配



つ
た
。
其
の

要
綱
は
、
全
十
冊
、
一
冊
一
ギ
ニ
イ
、
各
冊
と
も
代
金
は
本
と
引
換
へ
の
こ
と
、
廉
価
版
は
発
行
し
な
い
。
一

7



千
部
限
り
印
行
、
十
八
箇
月
内
に
完
結
の
予
定
、
と
云
ふ
規
定
で
あ
つ
た
。
広
告
配
布
数
は
二
万
四
千
で
、
そ

の
費
用
は
百
二
十
六
ポ
ン
ド
掛



つ
た
。
返
事
の
来
た
の
は
八
百
通
。

　
翌
年
バ
ア
ト
ン
は
英
国
に
帰
つ
て
着
々
と
事
を
進
め
て
ゐ
る
と
、
八
百
の
予
約
は
と
う
と
う
二
千
に
殖

え
た
。

中
に
は
「
差
当
り
第
一
巻
を
見
本
と
し
て
送
ら
れ
度



、
気
に
入
り
候
は
ば
引
続
い
て
願
上
候
」
と
い
ふ
素
見








客

も
あ
つ
た
。

　
之
に
送
つ
た
バ
ア
ト
ン
の
返
事
は
、
「
先
づ
十
ギ
ニ
イ
送
金
有
之
度








、
そ
の
上
に
て
一
冊
御
申
込
に
な
る
と

も
全
十
冊
御
申
込
に
な
る
と
も
御

勝
手
に
候
」
と
。
其
れ
か
ら
取
次
業
者
連
中
は
、
安
く
踏
倒






さ
う
と
思
つ
て

種
々
画

策







を
や
つ
た
。
又
、
本
を
受
取
つ
て
も
金
を
払
は
な
い
連
中
も
廿
人
位
あ
つ
た
。

　
バ
ア
ト
ン
は
最
初
か
ら
取
次
業
者
を
眼
中
に
置
か
ず
、
危
険
を
冒



し
て
自
分
で
刊
行
し
よ
う
と
企
て
た
の
で

あ
る
。
知
名
の
文
学
者
な
り
又
文
学
団
体
の
協
賛






を
希
望
し
た
け
れ
ど
も
、
誰
れ
一
人





応
じ
な
か
つ
た
。
バ
ア

ト
ン
の
計
画
を
嘲
笑






し
た
「
印
刷
タ
イ
ム
ス
」
の
如
き
も
あ
つ
た
。
「
バ
氏
の
此
の
事
業
に
関
係
し
て
居
る
筈

の
某
々
の
氏
名
が
訳
本
に
載

つ
て
居
ら
ぬ
。
印
刷
者
の
手
落
ち
な
ら
ば
正
に
罰
金
を
課
す
べ
き
で
あ
る
。
又

「
一
千
一
夜
物
語
」
の
完
訳
は
風
俗
上
許
し
難
い
。
縦

令

ひ
私
版





で
あ
る
と
し
て
も
、
公
衆
道
徳
を
傷





け
る
虞





あ
る
以
上
は
バ
氏
に
罰
金
を
課
す
る
が
至
当
だ
」
と
云
ふ
や
う
な
調
子
で
あ
つ
た
。
バ
ア
ト
ン
は
此
の
挑
戦






に

応
じ
て
「
出
版
者
は
著
者
自
身
で
あ
る
。
斯
か
る
類





の
書
を
出
版
業
者
の
手
に
移
す
こ
と
は
不
快
の
至
り
で
、

著
者
自
身
の
手
に
依
つ
て
、
東
洋
語
学
者
並
び
に
考
古
学
者
の
為
に
出
版
す
る
の
で
あ
る
」
と
発
表
し
た
。

8リチヤアド・バアトン訳「一千一夜物語」に就いて



　
　
　
　
　
三

　
バ
ア
ト
ン
の
「
一
千
一
夜









物
語
」
十
七
巻
の
中
、
七
巻
は
補

遺

で
あ
る
。
そ
の
第
十
巻
の
終
り
にTerm

inal

Essay

が
附
い
て
ゐ
て
、
此
の
物
語
の
起
源
、
亜

剌

比

亜

の
風
俗






、
欧
羅
巴







に
於
け
る
訳
本
等
が
精



し
く
討
究






さ
れ
て
ゐ
る
。
殊



に
亜
剌
比
亜
並
び
に
東
方
諸
国
の
風
俗
に
関
す
る
論
文
は
、
学
術
上
の
貴
い
研
究
資
料
で
あ

る
と
共
に
、
専
門
家
な
ら
ぬ
者
に
も
頗





る
興
趣
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
バ
ア
ト
ン
は
本
文






を
、
一
話
一
話
に
分
け
な
い
で
、
原
文
通
り
一
夜
一
夜








に
別
け
て
ゐ
る
。
又
、
韻
文






は
散

文
と
せ
ず
に
韻
文
に
訳
出
し
て
ゐ
る
。
之
を
以
て
観

て
も
バ
ア
ト
ン
が
如

何

に
原
文
に
忠
実
で
あ
つ
た
か
は
推

察
出
来
る
と
思
ふ
。

　
例
へ
ば
、
亜

剌

比

亜

人
の
形
容
を
其
儘






翻
訳
し
て
居
る
の
に
非
常
に
面
白
い
も
の
が
あ
る
。
男
女
の
抱
擁






を

「
釦





が
釦
の
孔



に
嵌
ま
る
や
う
に
一
緒






に
な
つ
た
」
と
叙



し
て
あ
る
如
き
其
の
一
つ
で
あ
る
。
又
、
バ
ク
ダ
ッ

ド
の
宮
室
庭
園
を
写
し
た
文
章
の
如
き
は
、
微

に
入
り
細



を
穿



つ
て
居

つ
て
、
光
景
見
る
が
如
き
も
の
が
あ
る
。

第
三
十
六
夜
（
第
二
巻
）
の
話
に
あ
るH

arunal-R
ashid

の
庭
園
の
描
写
な
ど
は
其
の
好
例






で
あ
る
。

　
バ
ア
ト
ン
は
又
基
督






教
的
道
徳
に
煩





は
さ
れ
ず
し
て
、
大
胆
率
直











に
東
洋
的
享
楽
主
義
を
是
認





し
た
人
で
、

随




つ
て
其
の
訳
本
も
在
来
の
英
訳
「
一
千
一
夜
物
語
」
と
は
甚
だ
趣




を

異


に
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
第
二
百
十

五
夜
（
第
三
巻
）
にB

udur

女
王
の
歌
ふ
詩
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

　
　The

penissm
ooth

and
round

w
asm

ade
w

ith
anusbestto

m
atch

it,

9



　
　H

ad
itbeen

m
ade

forcunnus'sake
ithad

been
form

ed
like

hatchet!
　
併
し
概
し
て
言
ふ
と
、
下



が
か
つ
た
事
も
、
原
文
が
無
邪
気









に
堂
々
と
言
ひ
放



つ
て
ゐ
る
の
を
其
儘






訳
出
し

て
あ
る
か
ら
、
近
代
の
小
説
中
に
現
は
れ
るLove

scene

よ
り
も
婬
褻






の
感
を
与
へ
な
い
。

　
脚
註
が
亦



頗




る
細
密






な
る
も
の
で
あ
る
。
而



も
其
の
註
が
尋
常
一
様
の
も
の
で
な
く
、
バ
ア
ト
ン
一
流
の
も

の
で
あ
る
。
単
に
語
句
の
上
の
み
で
な
く
、
事
実
上
の
研
究
に
も
及
ん
で
ゐ
る
。
例
へ
ばShahriyar

王
の
妃





が
黒
人
の
男
を
情
夫






に
す
る
条





の
註
を
見
る
と
、
亜

剌

比

亜

の
女
が
好
ん
で
黒
人
の
男
子
を
迎
へ
る
の
は
他



で

は
な
い
。
亜
剌
比
亜
人
のpenis

は
欧
羅
巴







人
の
よ
り
も
短
い
。
然
る
に
黒
人
の
は
欧
羅
巴
人
の
よ
り
も
更
に

長
く
、
且
つ
黒
人
の
は
膨
脹
律









が
少
な
く
てduration

が
長
い
。
其
の
為
め
に
亜
剌
比
亜
女
が
黒
人
を
情
夫

に
持
つ
の
で
あ
る
と
い
ふ
類





で
あ
る
。
現
に
バ
ア
ト
ン
が
計
測
し
た
黒
人
のpenis

は
平
均
長
さ
何
吋





だ
抔



と

註
し
て
あ
る
。
（
未
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
三
年
七
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
談
話
〕
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